
　
江
差
線
は
昭
和
１１
年
に
は
全
線

開
業
し
、当
時
「
湯
ノ
岱
」「
桂
岡
」

「
上
ノ
国
」
の
３
駅
が
設
置
さ
れ

る
と
、
各
駅
周
辺
に
は
列
車
を
待

つ
人
々
や
運
搬
用
資
材
が
溢
れ
、

戦
争
や
戦
後
復
興
に
よ
る
木
材
需

要
な
ど
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
鉄

道
が
地
域
を
活
気
づ
け
る
大
き
な

転
機
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
須
田
・
豊
田
地
区
で

は
熱
心
な
駅
舎
設
置
要
望
運
動
が

あ
り
、
昭
和
２３
年
に
中
須
田
臨
時

乗
降
場
が
設
置
さ
れ
、
昭
和
３０
年

に
は
北
海
道
初
の
駅
員
不
在
乗
車

駅
と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、昭
和
３２
年
に
神
明
駅
、

昭
和
３９
年
に
宮
越
駅
が
開
業
し
た

こ
と
で
、
現
在
の
形
と
な
り
ま
し

た
。

　産
業
と
の
関
わ
り

　
江
差
線
の
開
通
は
、
上
ノ
国
の

産
業
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
。

　
湯
ノ
岱
で
は
、
開
通
の
前
年
に

ベ
ニ
ヤ
工
場
が
建
設
さ
れ
、
ベ
ニ

ヤ
材
や
薪
、
木
材
が
貨
車
に
積
ま

れ
、
湯
ノ
岱
は
木
材
産
業
と
と
も

に
急
速
に
発
展
し
て
い
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
中
外
鉱
山
・
今
井
鉱
山

の
マ
ン
ガ
ン
が
上
ノ
国
駅
か
ら
出

荷
さ
れ
、
駅
前
か
ら
石
崎
ま
で
を

鉄
道
省
運
輸
局
が
運
営
す
る
省
営

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が
行
き
交
う
よ
う

に
な
り
、
海
岸
地
域
の
物
流
も
増

加
し
て
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　
昭
和
２４
年
に
は
、
石
崎
川
沿
い

の
道
路
整
備
も
始
ま
り
、
翌
年
に

は
中
外
鉱
山
か
ら
今
井
鉱
山
選
鉱

場
ま
で
繋
が
る
道
路
も
整
備
さ

れ
、
鉱
石
を
中
心
と
し
た
資
源
が

上
ノ
国
駅
の
集
積
所
に
向
け
て
運

ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
、
様
々
な
資
源
の
運

送
量
増
大
が
、
上
ノ
国
の
景
気
に

与
え
た
影
響
は
大
き
く
、
発
展
の

様
相
は
年
々
華
々
し
さ
を
増
し
た

と
い
い
ま
す
。

利
用
者
の
減
少
と

　
　

廃
止
の
議
論

　
上
ノ
国
の
鉄
道
利
用
客
は
年
々

増
え
続
け
、
江
差

－

函
館
間
で
は

普
通
列
車
だ
け
で
は
な
く
、準
急
・

急
行
列
車
も
運
行
さ
れ
る
ほ
ど
の

需
要
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
般
家
庭
へ
の
自
家

用
車
普
及
が
主
な
原
因
と
思
わ
れ

る
利
用
客
減
少
が
顕
著
と
な
り
、

当
時
の
国
鉄
の
赤
字
８３
線
に
も
挙

げ
ら
れ
る
な
ど
、
廃
線
に
つ
い
て

の
議
論
が
一
部
で
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
利
用
客
の
減
少
は
続

き
、
昭
和
５５
年
に
は
江
差
線
を
往

復
し
て
い
た
急
行
「
え
さ
し
」
が

廃
止
と
な
り
、
平
成
２
年
に
は
同

区
間
で
ワ
ン
マ
ン
運
転
が
ス
タ
ー

ト
す
る
な
ど
、
廃
線
議
論
が
本
格

化
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
江
差
線
を
運
営
す
る
Ｊ
Ｒ
北
海

道
は
、
平
成
２４
年
９
月
に
代
替
バ

ス
転
換
を
前
提
と
し
た
廃
線
の
具

体
的
検
討
に
入
り
、
上
ノ
国
・
木

古
内
・
江
差
の
三
町
と
の
話
し
合

い
に
よ
り
、
平
成
２５
年
３
月
２８

日
、
Ｊ
Ｒ
江
差
線
（
木
古
内
・
江

差
間
）
の
廃
止
が
正
式
に
決
定
し

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
上
ノ
国

　
こ
う
し
て
、
７８
年
の
歴
史
を
持

つ
Ｊ
Ｒ
江
差
線
（
木
古
内
・
江
差

間
）
は
、
平
成
２６
年
５
月
１１
日
に

廃
止
を
迎
え
ま
す
。

　
江
差
線
は
、
本
町
の
歴
史
を
語

る
上
で
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
存
在
で
あ
り
、
鉄
道
の
開
通
が

様
々
な
人
や
物
資
を
本
町
に
も
た

ら
し
、
ま
た
町
外
へ
と
送
り
出
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
人
や
物
の
動
き
も
、
時
代

の
変
化
と
と
と
も
に
鉄
道
か
ら
移

り
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
廃
線

が
あ
り
ま
す
。

　
鉄
道
の
無
い
町
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
本

町
で
す
が
、
今
後
は
同
区
間
を
路

線
バ
ス
「
江
差
木
古
内
線
」
が
運

行
し
、
Ｊ
Ｒ
江
差
線
に
代
わ
る
地

域
の
足
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
鉄
道
開
通
か
ら
７８
年
間
、
本
当

に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

あ
り
が
と
う

　
さ
よ
う
な
ら

　
　
江
差
線

中外鉱山（昭和４６年頃）

湯ノ岱～宮越間（昭和４６年頃）

上ノ国駅（昭和５２年頃）
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